
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇対象コース（仮申込みフォームで対象コースを選択） 
コース名 サポート対象 仮申込みフォーム表記 

若プロアシスト 

若⼿教員早期育成プログラムに関するサポート 
・校内若⼿教員研修の講師依頼 ⑤ ⾦⼤連携（若プロ） 

学校アシスト 校内研修に関するサポート ⑥ ⾦⼤連携（学校） 

地域アシスト  その他の団体の研修等に関するサポート ⑦ ⾦⼤連携（地域） 

※校内若⼿教員研修を兼ねた校内研修に関するサポート ⑧ ⾦⼤連携（若プロ・学校） 

 ◆内容分類（仮申込みフォームで整理番号・教科領域等を選択） 
※１ 指導主事派遣サポートと同様（詳細はＰ.72〜Ｐ.73 を参照） 

□講師及びサポート内容（仮申込みフォームの希望する内容欄に希望講師名を記入） 
名 前 大谷 実 役 職 金沢大学教職大学院 教授 

テーマ 算数・数学科の新学習指導要領に向けた授業づくり 

対 象 小・中学校の若手教員 

内 容 
算数・数学科新学習指導要領の重要な改善事項である、教科の特性である「数学的な見
方・考え方」、「数学的活動」、「問題発見・解決のプロセス」等を重視した授業改善
について演習形式で学びます。 

時間・回数 １２０分・１回 

可能な時期 8 月、9 月 

 
名 前 萱原 道春 役 職 金沢大学教職大学院 教授 

テーマ 教育相談体制づくり 

対 象 小・中・高・特の教職員 

内 容 校内研修依頼校の教育相談体制づくりについてのアドバイス。 

時間・回数 時間や回数については、話し合って決める。 

可能な時期 ご相談に応じます。 

２ ⾦⼤連携サポート 

 県内公⽴学校及びその他の団体※からの依頼に応じて、当センター指導主事とともに⾦沢⼤学の先生方

が訪問します。教職員を対象に、講義・演習、授業参観等を⾏い、専門的な⾒地からの助⾔を⾏います。 

※その他の団体…県、各郡市町単位の教職員で構成された任意団体 

内  容 

 希望日の４週間前までに、Web 受付システムより、自主研修サポート仮申込みを⾏う。    

・サポート名（対象コース）及び内容分類を選択し、希望日時や希望講師、依頼内容の詳細等を記入 

・申込受付締め切りは２月末日（派遣は３月末日まで可能） 

申込み方法 



 
名 前 松田 淑子 役 職 金沢大学教職大学院 教授 

テーマ 総合的な学習（探究）の時間のデザインと組織化 

対 象 小・中・高・特の教職員 

内 容 

総合的な学習（探究）の時間の実践と組織化の充実に向け、具体的な他校の実践例など
を紹介しつつその学校に合った内容や方法についてご一緒に検討させて頂きます。重要
なのは講義形式と併せ、継続したリーダーの先生との連絡会（ごくラフなもので十分で
す。時間がとれないときは電話やメールでもよいと思います）や授業参観を繰り返すこ
とだと思っています。できればそのようなことも含めてご検討ください。 

時間・回数 
講義（演習含む）自体は 1 回か 2 回でよいと思いますが、上記のような継続的な関わ
りを希望します。 

可能な時期 ご相談に応じます。 

 
名 前 武居 渡 役 職 金沢大学教職大学院 教授 

テーマ 通常学校における特別支援教育の考え方と合理的配慮 

対 象 幼・小・中・高・特の教職員 

内 容 

通常学校における特別支援教育の考え方について、発達障害の疑似体験などを通して児
童生徒の気持ちになって考え、そのような子どもたちの支援の在り方について考える。
また合理的配慮の考え方について説明し、児童生徒の自己理解の重要性とその支援につ
いて考える。 

時間・回数 2 時間程度 

可能な時期 ご相談に応じます。 

 

名 前 加藤 隆弘 役 職 金沢大学教職大学院 准教授 

テーマ これからの授業づくりと「いしかわ学びの指針 12 か条」について 

対 象 小・中の教職員 

内 容 

校内研修、ワークショップ形式で実施します。実施校の授業を参観したあと（学校研究
テーマに基づく研究授業等が望ましい）それらの授業映像や校内研資料などを元にその
学校の取組の概要整理、もしくは対象授業についての分析・協議を行います。その後、
県内外各学校の授業実践について検討した上で、今後の授業改善、学校研究の方向につ
いてさらに深めの討議をします。 

時間・回数 年 2 回～3 回程度継続することが望ましい。 

可能な時期 ご相談に応じます。 

 
名 前 加藤 隆弘 役 職 金沢大学教職大学院 准教授 

テーマ 全員参加型の学校研究づくりについて 

対 象 小・中の研究主任、研究部など 

内 容 
効果的な学校研究運営の在り方について、各学校の実際の取組状況を踏まえて協議しま
す。 

時間・回数 年複数回が望ましい。 

可能な時期 ご相談に応じます。 

  
※講師及び内容の追加については、随時センターweb ページでお知らせします。 


